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新工場の開設及びダイヤモンドワイヤ製造設備の増設に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年９月 11 日開催の当社取締役会において、ダイヤモンドワイヤの生産能力拡大を 

目的として新工場の開設及び製造設備の増設を決議いたしましたので、その概要について下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．製造設備増設の理由 

当社主要顧客をはじめとする各顧客からのダイヤモンドワイヤの需要増に対応するため、大阪府

和泉市に新工場を開設し、ダイヤモンドワイヤ製造設備を増設いたします。 

今回のダイヤモンドワイヤ製造設備の増設により、ダイヤモンドワイヤの月間生産能力は現状か

ら約 40％増加し、各顧客から示される需要の拡大に対応してまいります。 

当社が製造・販売するダイヤモンドワイヤは、主に太陽電池向けシリコンウエハを製造するため

のスライス工程で使用される切断用工具でありますが、ダイヤモンドワイヤによるスライス手法

（固定砥粒方式）は従来手法（遊離砥粒方式）に比べ、細線化・高速化によるコスト減、環境負荷

低減等が可能となるため需要が急増しており、足元の業績は当初計画を上回る水準で推移しており

ます。 

一方で、本年７月以降、中国国内の株式市場における混乱と合わせ中国経済に対する懸念が生じ

ております。当社ダイヤモンドワイヤの販売先の多くは中国のウエハメーカーであることから、今

回の設備投資の是非について社内で慎重に協議してまいりましたが、自然エネルギーを利用する太

陽電池の世界的需要は変わらず拡大傾向にあること、世界的位置付けにおいて中国の太陽電池関連

メーカーは供給サイドにあり中国国内での消費は限定的であること、スライス加工における固定砥

粒方式の優位性は揺るがないこと等により、ダイヤモンドワイヤの需要は当面拡大基調が継続する

ものと考え今回の投資判断に至りました。 

 

２．新工場の概要 

名 称 和泉第２工場（仮称） 

所 在 地 大阪府和泉市あゆみ野２丁目１番３号 

規 模 敷地面積：2,444.01 ㎡（739.32 坪） 

延床面積：4,227.37 ㎡ 

   ※土地・建物は、賃貸借契約に基づいて使用する予定であります。 
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３．増設する製造設備の概要 

増設する設備 ダイヤモンドワイヤ製造機械及び付帯設備 

設備投資総額 約 1,385 百万円（予定） 

生産開始 平成 28 年１月（予定） 

 

４．資金調達の内容 

平成 27 年６月 15 日公表の「有価証券届出書の訂正届出書」及び平成 27 年７月 14 日公表の「第

三者割当増資の結果に関するお知らせ」に記載のとおり、公募増資並びに第三者割当増資により調

達した資金より充当いたします。 

 

５．今後の見通し  

今回の設備投資内容は、平成 27 年６月 24 日付「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決

算情報等のお知らせ」にて開示しております、平成 28 年３月期業績予想数値に織り込んだダイヤ

モンドワイヤ増産関連の設備投資内容から投資額が大幅に増加しております。 

これは当初の想定を上回るダイヤモンドワイヤの需要を取り込むためであり、現在、平成 28 年

３月期第２四半期連結累計期間と合わせ平成 28 年３月期通期業績に対する影響額について精査を

行っている最中であります。精査完了次第、業績予想修正の必要が生じた際は速やかに公表する予

定であります。 

 

 

以 上 


